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＜資料＞旭川市における 特定健診受診勧奨と連携した慢性腎臓病／CKD疾患啓発の取り組み 
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Ａ．研究目的 
慢性腎臓病（CKD）の早期診断・重症化予防には、特定健診受診率の向上が必要であるが、旭川市の国
民健康保険（国保）特定健診の受診率は 23.0%（平成 29年度）で、全国の中核市 54市中で 53位と非
常に低い。一方、令和 2年度から、受診率 30%以下の保険者（旭川市）は、国からの交付金が減額され
る予定であり、特定健診受診勧奨と CKD の疾患啓発を連携させ、健診受診率向上と CKD 啓発の両者
を推進することを目的とした。 
 
Ｂ．研究方法 
対象：旭川市内 15万戸（旭川市人口 33.3万人：令和 2年 4月 1日現在） 
方法：市内全戸へのポスティングを展開するフリーペーパーへの折込チラシに CKD の疾患概念・重症
化予防の意義、特定健診受診の意義を掲載し配布する。 
期間：2020年 2月 
 

  
 
 
Ｃ．研究結果 
１．チラシ配布の効果 
・チラシに関する電話の問い合わせが旭川市に 50件ほど認めた。 
・2月の特定健診会場には、チラシを持参して来場した住民が多かった。 
・昨年度、一昨年度よりも 2月の受診者数が 25% 増加した。 
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Ｄ．考察 
 旭川市において、特定健診受診勧奨と連携した慢性腎臓病／CKD の疾患啓発の取り組みとして、広
く配布可能で保管可能な広告媒体である折込チラシによる普及啓発を推進した。 
 チラシ配布後には、チラシ内容に関する問い合わせが多く、健診会場にチラシを持参して受診する住

民もみられ、実際に 2月の健診受診率が前年度比 25% 増と効果が得られた。例年 3月の受診者数が最
も多いことから、さらなる効果が得られることが期待されたが、新型コロナウイルス感染拡大の影響で、

予定されていた全ての集団健診が中止となり、その効果は限定的になる可能性が考えられた。 
 今回、新聞内の広告ではなくチラシを採用したことで、手元に保管している住民がいると思われ、健

診受診の意義と CKDの継続的な啓発に繋がることが期待される。また、CKDの認知度向上の検証につ
いては次年度以降の課題である。 

CKD の疾患啓発を進めていくうえで、特定健診受診勧奨とも連携した対策は有効である可能性が示
唆され、今後行政のみならず協会けんぽ、健康保険組合、共済組合等の保険者との連携体制構築が必要

である。 
 

 
  


